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問題意識と目的
　市川市の人口動態統計を見てみると、出生や死亡に
よる人口の増減を除く、人口動態（社会動態）は、バ
ブル経済の崩壊（平成３年）を境に、増加傾向から減
少傾向を示している。このことは、経済の安定成長期
において都心での労働人口が増加することで、都心へ
の通勤・通学に適した立地である市川市の人口が増加
し、発展してきた側面を示唆していると考えられる。
そして、将来における全国的な人口の減少や世界経済
の不透明性を考慮すれば、市川市の人口の減少傾向が
顕著になっていく可能性も十分に考えられる。つまり、
市川市が、魅力的なまちとしての持続可能性を見出す
ためには、都心に近いといった立地における魅力とは
別の魅力を発見（再発見）し、市内外へ訴求すること
が重要であると考えられる。もちろん、このような状
況は、市川市に限らず多くの市町村において指摘され
ており、この状況を打開する政策の策定・実施が求め
られている。その一つとして、アートに着目したプロ
ジェクトを通じて、地域活性化を実現している事例が
散見され、市川市においてもアートを通じた地域活性
化は実現可能性が高いと考えられる。
　実際、市川市は日本の文化の発展に深く関わってい
る地域であり、それらの功績を今日においても継承し、
また、文化活動をより活発化させる取り組みがなされ
ている。例えば、2004 年には、「市川オープンミュー
ジアム」として、真間を中心とした市川市の文化や歴
史を学ぶことができる仕組みを考案、実施し、まちを
舞台とした「アート」の可能性が提示されている（山
口・楜沢 2004）。また、市川市は、水木洋子、井上ひ
さし、永井荷風、宗左近、小島貞二などを始めるとす
る文人にゆかりのある地域であり、その文人たちの作
品や資料の展示、収集保存を目的として、2013 年に「市
川市文学ミュージアム」が開設されている。ここでは、
ホールやスタジオの貸し出しといった文化活動の拠点

としても地域に貢献しており、本学政策情報学部で
も、2015 年開催の企画展『山下清とその仲間たちの
作品展』および『山田洋次×井上ひさし展』において、
PR 活動に取り組み、市川市より感謝状を受けるなど、
高い評価を得ている。以上のことから、市川市の地域
活性化や持続的発展において、我々がアートに着目す
る意義は十分にあると判断できる。これを受け、プロ
ジェクトの研究目的として、「市川市を対象とし、アー
トに着目した上で、地域の持続可能性の一つのモデル

（仮説）を導出すること」を設定した。
　研究メンバーは、政策情報学部に所属する楜沢順（専
攻：西洋美術、メディア芸術など）、権永嗣（社会学）、
吉羽一之（グラフィックデザイン、タイポグラフィな
ど）、赤松直樹（マーケティング、消費者行動）の計
４名である。各メンバーの専攻は異なるが、上記した
研究目的を適切に遂行するためには、このことが非常
に重要であると考えている。その理由は、井関（2015）
において議論されているように、今日の複雑かつ多元
的な課題に対して、的確な問題解決策（政策）を提案
し、実行し、評価するためには、超領域的あるいは諸
科学横断的な「知と方法」の開発・創造が必要不可欠
であるためである。

研究の方法
　上記した通り、プロジェクトの研究目的は、「アー
トの力に着目した上で、地域の持続可能性の一つのモ
デル（仮説）を導出すること」である。その手段とし
て、市川市を対象とし、地域に密着したアート・プロ
ジェクトを実施し、アートや創作活動を通じて人々が
地域に対してどのように関わりを深めていくのかにつ
いて、彼らの心理や行動を観察・分析していく。具体
的なアート・プロジェクトの内容は、２、３の候補ま
で絞ることができたが、現在も議論を続けている。各
候補において共通している点は、美術を専攻する学生
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や若手アーティストを主体としたワークショップを開
催する点、市川市在住者をはじめその他の地域の人々
に対して、アート創作活動の機会を提供する点である。
そして、このようなアート・プロジェクトを通じて、
人々が地域との関わりをどのように深めていくのかに
ついて理解していく。このことは、近年、直島（香川県）
や湯布院（大分県）のようにアートによって地域活性
化を実現している地域がある一方で、全国で 2000 を
超えるとされる地域系アート・イベントの大半が数年
間の実施の後に継続困難になっているという現状を踏
まえ、「なぜアートによって地域活性化が実現したの
か」といったメカニズムを理解すると同時に、アート・
イベントの持続可能性を考えることを通じて、地域の
持続可能性の一つのモデルを提示することに繋がると
考えている（北田他 2016、田島 2014）。
　また、本研究におけるアート・プロジェクトの実施
は単なるイベントの開催ではない。近年、社会学の分
野では写真や映像、音楽、演劇、パフォーマンスなど
文字以外のメディアを用いた調査あるいは調査結果の
公表という新しい方法論に関心が集まっており、こう
した手法は Arts-Based Research（アートベース・リ
サーチ）と呼ばれ、日本においてもその実践が端緒に
ついたところである（岡原 2017）。本研究において、「な
ぜアートによって地域活性化が実現したのか」という
問いは、問いの対象でもあるアートという技芸と切り
離されることなく追求される。本研究の最終的な目的
は「なぜアートが」だけではなく、「どのようなアー
トが」地域の活性化に寄与する力を持ち得るのかを明
らかにすることにある。この時、そのアートの姿形は、
報告書や論文といった文字メディアによって説明され
るだけでなく、アートあるいはアート・プロジェクト
そのものとして表現されることによって、別の地域に
対する実践的な応用性を獲得することができると考え
ている。

ドクメンタ＆ミュンスター彫刻プロジェクト報
告会
　2017 年度は、地域に密着した形で実施している芸
術祭やアート・プロジェクトの視察、インタビュー等
を実施した。また、本学政策情報学部の非常勤講師で
ある山内舞子先生（キュレーター）にご協力いただき、
本学において公開報告会を開催し、本学の学生・教員
だけではなく、一般の方や市川在住のアーティストの
方も参加していただいた（合計約 50 名）。報告会の内
容は、2017 年に同時開催された国際展、ドクメンタ（５
年に一度）とミュンスター彫刻プロジェクト（10 年
に一度）に参加した日本人のアーティスト、ギャラリ
スト、キュレーターの方々から国際展の歴史や現場の
雰囲気、作品の感想などを報告してもらう、といった
ものである。
　もちろん、開催地域に関する議論も行われ、例え
ば、この国際展では、アート鑑賞に訪れた人と地域住
民の交流が生まれる仕掛けを作っていたという。具体
的には、各アート作品は開催地域の至る所に点在して
いるため、鑑賞者は各アート作品の展示場所を示した
地図を見ながら自転車などで移動するのだが、その地
図が微妙に間違っており、最終的には、地域住民に聞
かないと作品まで辿り着けないようになっているので
ある。鑑賞者と地域住民とのこのような交流は、単に
アート作品を鑑賞するだけではなく、その地域でアー
ト・イベントを開催する一つの意義を見出すことに繋
がると考えられる。

2018年度の予定
　実際にアート・イベントを実施し、アーティストや
地域住民との交流、アート作品の創作活動を通じて、
人々が地域との関わりをどのように深めていくのかに
ついて理解していく。これに加え、地域活性化におけ
るアートの可能性や役割について考察するために、引
き続き、インタビュー調査を実施する。また、特定地
域においてアンケート調査も実施し、定量的な側面か
らも議論を行う。
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